






















血rl~ ：立詮シ得ザリシLオプソェン「ガ，貼間営日ヨリ 5 I l ~1 ニ王 リテ流血中ニモ増強スルコト
ヲ認メ．向ホ斯1レ流血中ノ tー オプソェン1ハ第7日目及ピ第10日目＝至リ漸次士倍強スルモノナル
コトヲ立詑セリ（日本外科費函，第10巻第2披，昭和8年3月， 4-Ml'i参照）。而シテ此l際更＝







































ノ範偉1 ニ切除シタル後， ~1; Rヲ経テヨリ前同様ニシテI血清ヲ分離セリ。
費験方法
:2 Iif;内外ノ白色fti作家兎3到ヲ以テ 1群トナシ， A,B, l', D, E 1 5群ヲ月j意シ，各々／背
部ヲ可及的知ク努毛シテ，ソノ後ニ於テ4.5cm X 4.5 cm l j百＝自Ii記Lコクチグン寸軟膏2.0瓦（Lコ
クチグン寸含量 1.:25詑）ヲ指頭ヲ以テ 5分間充分ニ塗擦シ， ソノ建徐ヲモ貼附シテ．ソノ tヲ
しリント1及ピ紳創官ニテ被ヒ，更ニ特殊Lセルロイド寸奴エテ試歌頭部ト局所トノ連絡ヲ遮断シ
テ，試獣ノ自ラ局所幹創背ヲl明ムコトヲ防ギタリ。























































































































































576 日本外科費商第 16 巻第 4 披
第2表 黄色葡萄扶球菌Lコタチゲン1軟脊24日年間貼附I白［後同局所皮膚7種々ノ大キサ＝
切除的 ソレヨリ第6H目ノ血渚ガ試験管内:tJ・黄色葡萄欣球菌日食憧作用＝及ポス影響
家兎棚両主M加戸日開｜ 喰 商 子｜会7・y:~·1 % 
16 
前 6 8 14 
後 。 13 19 32 2.29 100 
17 
前 7 10 17 
後 11 18 29 
1.71 75 
18 
前 5 6 11 
後 7 9 16 
1.45 63 
19 
前 6 6 12 
後 1/2 6 8 14 
1.17 52 
20 
前 6 !) 15 




純蛾｜軟脊酬｜切除皮膚面積｜ 喰 菌 ｜」オ7・！）： ン＇I °' 係数｜
前 5 6 11 
'.l I.SS 100 
後 。 7 10 17 
前 6 8 14 
リ】ゆムd Vl6 88 
後 1/5 7 、 12 19 
2:; 前 5 7 
12 
1.42 92 
後 7 10 17 
24 
前 5 6 11 
1.27 82 
後 6 8 14 
25 
両首 5 7 12 81 1.25 
後 I 9 15 
第 4表黄色葡萄朕球菌Lコタチゲン寸軟脊24時間貼附後同局所皮膚ノ切除程度ト
流血中Lオプソニン1産生程度トノ相互関係 (3頭平均） （第1闘参照）



















































































.;:..--_2_l.ノ太部分三寅三Ifill塵量三受竺.！＿ 1!._~JJi.11守旦里』ヵー！午竺fi!J史上主y_ ＂！＝’－ ~~塵ーヲリ全身丘三
移行ス 1レモノナルコトヲ認、ムベシ。
結 論
1) 向色Mr，；・；次兎lr'1；皮肉ノ－＋.5cm x -t.5 cmノ而ニ・ i'I.色子出荷i此球菌 Lコクチゲン「軟f
2.01L(」コクチゲン寸合量 1.25詫）ヲ 5 分間塗擦シテ24時間貼附シタル後，設軟古’ヲ清拭ス I~時
ハソノ後生・6日ヲ経テ流血中ノしオプソ zン寸係数ハ 1.00・1.89ノ比エテ明強サレ，全身』凡｝｛：妓
ノ成立ヲ示スニ王ル。
2) 此ノ：事賓ハ・ L コクチゲン「軟行ノ皮肉貼附＝依リテ，全身·~J: ノ判殊売疫ガ成玄スルト述
ベタル八四，小i'l.t，桑原， ·~r司諸博士ノ説ニヨク一致スルモノナリ。
3) 此ノIt~該軟官清拭後， ソノ貼附耐砧ノ 1／ろ， 1/3,1/2 I泣ピ全耐wヲ切除ス JI.-時へ流血中
Lオプソエン「係敢ハ谷々 1.60, 1.49, 1.31及ビ1.18トナリ，全然切I＼会セザル揚合 FLオ7ソ




5) 故ニ tゴクチグン寸軟干i；ヲ皮＇1可＝塗擦貼阿スルコトニ依リテ殻生スル全身性克疫 （流血中
特殊Lオフ・ソニン寸精強）ハ賞ニ大部分所i庭誼ヲ受ケタ Jl-局所皮府ソレ自身ヨリ特殊抗睦ガ産・生
セラレテ血中＝移行スルコト＝原因スルモノナリ。
6) 軟背貼附局所皮1守ヲ全部切除セルモノニ於テモ向ホ，流血中 ノLオプソユン1量ハ 1.00:
1.18ノ比＝テ健常家兎ノソレヨリモ大ナリキ。貼用抗元軟’芹含有中 J県シテ幾何量ノ抗原ガ
喰制Ii胞中＝揖取サルルモノナリヤ，叉全身性売疫獲得ニ際シ重要ナル肝，！砕等ノ諸器官ト/Jl内
トノ闘係如何＝至リテハ今後ノ研究＝侠ツ可キモノナリ。
7) 更ニ此ノ際皮膚＝貼阿セラレタル軟・1J中ノ抗疋ノ一部ガ局所皮！宵乃至IJ乙下結締織内康
義喰細胞ノ喰燈ヲ脱却・ンテ皮，，守ヲ透過シ去リテ以テ直チニ全身性ニ移行シ．ゾ レニヨリテ血中
抗韓ノ一部ガ最初ヨリ全身性＝新生セラレ得ルモノナルカ否カノ：疑問ハ今後ノ研究ヲ待ツテ
解．明セラルベキナリ。
